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運用報告書（全体版） 

損保ジャパン 
日本株オープン（ＤＣ年金） 

<愛称> むぎわら帽子（ＤＣ年金） 

第21期（決算日 2022年10月31日） 
 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

①主として、日本の株式に分散投資することで、

リスクを軽減しつつ長期的に信託財産の着実

な成長と安定した収益の確保を目指します。 

②「東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）」をベンチマー

クとし、これを中長期的に上回る運用成果を目

指します。 

③本来の投資価値に対して、市場価格が割安と

なっていると考えられる銘柄に投資します。 

主 要 投 資 

対 象 

損保ジャパン 

日本株オープン 

（ＤＣ年金） 

損保ジャパン日本株マザー

ファンド受益証券 

損保ジャパン 

日本株マザー 

フ ァ ン ド 

わが国の株式 

主 な 

組 入 制 限 

損保ジャパン 

日本株オープン 

（ＤＣ年金） 

株式への実質投資割合には制

限を設けません。 

同一銘柄の株式への実質投資

割合は、信託財産の純資産総額

の10％以内とします。 

損保ジャパン 

日本株マザー 

フ ァ ン ド 

株式への投資割合には制限を

設けません。 

同一銘柄の株式への投資割合

は、取得時において信託財産

の純資産総額の10％以内とし

ます。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配

を行います。 

①分配対象額の範囲は、繰越分を含めた利子、配

当収入及び売買益（評価損益を含みます。）等

の全額とします。 

②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準等を

勘案して決定します。ただし、分配対象収益が

少額の場合は分配を行わないことがあります。 
 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「損保ジャパン日本株オープン（ＤＣ年金）」

は、このたび第21期の決算を行いましたので、運用状

況をご報告申し上げます。 

今後とも引続きお引立て賜りますようお願い申し上

げます。 
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損保ジャパン日本株オープン（ＤＣ年金） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(東証株価指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

17期(2018年10月31日) 18,248 0 △ 3.8 1,646.12 △ 6.8 96.7 － 521 

18期(2019年10月31日) 18,228 0 △ 0.1 1,667.01 1.3 97.4 － 523 

19期(2020年11月２日) 15,430 0 △15.4 1,607.95 △ 3.5 97.5 － 466 

20期(2021年11月１日) 20,300 0 31.6 2,044.72 27.2 97.3 － 604 

21期(2022年10月31日) 21,237 0 4.6 1,929.43 △ 5.6 96.8 － 694 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 基準価額及び分配金は１万口当たり（以下同じ）。 

（注３）株式組入比率および株式先物比率はマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 (東証株価指数) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年11月１日 20,300 － 2,044.72 － 97.3 － 

11月末 18,828 △7.3 1,928.35 △ 5.7 96.9 － 

12月末 19,569 △3.6 1,992.33 △ 2.6 97.3 － 

2022年１月末 19,779 △2.6 1,895.93 △ 7.3 98.0 － 

２月末 19,823 △2.3 1,886.93 △ 7.7 97.9 － 

３月末 20,368 0.3 1,946.40 △ 4.8 97.0 － 

４月末 20,317 0.1 1,899.62 △ 7.1 96.7 － 

５月末 20,562 1.3 1,912.67 △ 6.5 96.5 － 

６月末 20,837 2.6 1,870.82 △ 8.5 97.9 － 

７月末 21,081 3.8 1,940.31 △ 5.1 98.2 － 

８月末 21,475 5.8 1,963.16 △ 4.0 98.1 － 

９月末 20,591 1.4 1,835.94 △10.2 96.4 － 

(期  末)       

2022年10月31日 21,237 4.6 1,929.43 △ 5.6 96.8 － 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注２） 株式組入比率および株式先物比率はマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注３） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 



基準価額の推移
（円） （百万円）
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分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸）

( )分配金再投資
基準価額ベース ( )期中分配金

合計０円

第21期首 第21期末騰落率

4.6％ 21,237円20,300円
基準価額基準価額

● 分配金再投資基準価額およびベンチマーク（TOPIX（東証株価指数））の推移は、2021年11月１日の基準価額をもとに
委託会社にて指数化したものを使用しております。

● 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。
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基準価額の主な変動要因

損保ジャパン日本株オープン（ＤＣ年金）

高位に組入れていたマザーファンドの基準価額が上昇したため、当ファンドの基準価額も上昇しま
した。

損保ジャパン日本株マザーファンド

期中の騰落率は＋6.3％となりました。
個別銘柄では、日揮ホールディングス、日本電信電話、武田薬品工業、東京瓦斯、三菱ＵＦＪ

フィナンシャル・グループ、ＫＤＤＩなどの保有がプラス要因になりました。

● 本報告書では、ベビーファンドとマザーファンドを下記の様に統一して表記しています。

 ベビーファンド　  マザーファンド

2損保ジャパン日本株オープン（ＤＣ年金）
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投資環境  

TOPIXは5.6％の下落となりました。
期初は南アフリカでの新型コロナウイルスのオミクロン株の発見やFRB（米連邦準備理事会）が金
融政策正常化を急ぐと見られたことなどを背景に下落しました。その後はウクライナをめぐる地政学リ
スクや上海における都市封鎖を背景とした中国景気減速観測が下押し圧力となった一方、日本にお
ける外国人観光客受け入れ再開などが下支えし、横ばい圏での推移となりました。
期末にかけては、約40年ぶりの高い伸び率となった米国CPI（消費者物価指数）などを背景とし

たFRBの積極的な金融引き締めスタンスや各国中央銀行の積極的な利上げを背景とした景気減速懸
念の高まりが下押し圧力となった一方、大幅に進んだ円安や株価の割安感が下支えとなり、売り買
い交錯となりました。

（期首） （期末）

（出所：Bloomberg）

2021.11.1 2022.3.1 2022.7.1 2022.10.31
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TOPIX（東証株価指数）の推移
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当該投資信託のポートフォリオ

期を通して損保ジャパン日本株マザーファンドの組入比率を高位に維持しました。

損保ジャパン日本株マザーファンド

期を通して株式の組入比率を高位に維持しました。期末の組入比率は、97.8％です。
期末時点での業種別構成比率はグラフのとおりです。
主な購入（ウェイトアップ）銘柄は、村田製作所、ＴＤＫ、信越化学工業など、主な売却（ウェ

イトダウン）銘柄は、ＫＤＤＩ、日本たばこ産業、東京海上ホールディングスなどです。

その他 31.6％ 電気機器 13.0％

不動産業 4.7％

食料品 4.6％

小売業 4.3％

建設業 4.3％

医薬品 5.1％

機械 5.9％

輸送用機器 7.2％

化学 8.3％

銀行業 11.0％

業種別
構成比率

注１．業種別構成比率は、国内株式の評価総額に対する各業種の評価額の比率です。

注２．端数処理の関係上、構成比合計が100％とならない場合があります。
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当該投資信託のベンチマークとの差異

当ファンドの騰落率は、ベンチマーク（TOPIX）
の騰落率（－5.6％）を10.3％上回りました。当
ファンドは期を通じて「損保ジャパン日本株マザー
ファンド」を高位に組入れておりましたので、以下
ではマザーファンドとベンチマークとの差異につい
てご説明します。

損保ジャパン日本株マザーファンドとベンチマークとの差異
マザーファンドの騰落率は、TOPIXの騰落率（－5.6％）を12.0％上回りました。
要因別では、業種配分効果、個別銘柄選択効果ともにプラス要因となりました。業種配分効果で

はサービス業、電気機器のアンダーウェイト、銀行業のオーバーウェイトなどがプラス、情報・通信
業、海運業のアンダーウェイト、パルプ・紙のオーバーウェイトなどがマイナス要因となりました。個
別銘柄では、ソニーグループ、リクルートホールディングスのアンダーウェイト、日揮ホールディング
スのオーバーウェイトなどがプラス要因に、第一三共、任天堂、三井物産のアンダーウェイトなどが
マイナス要因になりました。

（％）

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

第21期
2021.11.2～2022.10.31

基準価額とベンチマークの対比（期別騰落率）

当ファンド

TOPIX
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分配金

収益分配金については、基準価額の水準および商品設計等を総合的に勘案した結果、次表の通り
と致しました。なお、収益分配に充てなかった収益は、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づ
いて引き続き元本と同一の運用を行います。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり・税引前）

項目
第21期

2021.11.2～2022.10.31

当期分配金 －

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 13,513

注１．「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額
です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

注２．円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。

注３．当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。

中長期的な観点から、複利効果による資産の成長を目指すために分配を抑えるファンド
です。

9 損保ジャパン日本株オープン（ＤＣ年金）
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今後の運用方針

損保ジャパン日本株オープン（ＤＣ年金）

今後もマザーファンド受益証券の組入水準を高位に維持することで、信託財産の長期的成長を目
指して、運用を行います。

損保ジャパン日本株マザーファンド

当社の投資哲学に基づいた運用プロセスを堅持し、独自の株式評価モデルで算出した相対的割安
度に基づく銘柄選択を基本方針とします。今後も、固有の割安要因に着目した個別銘柄選択を中心
とするポートフォリオ構築によって、中長期的に着実な信託財産の成長を目指します。

10損保ジャパン日本株オープン（ＤＣ年金）
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１万口当たりの費用明細

項目
第21期

2021.11.2～2022.10.31 項目の概要
金額 比率

（a）信託報酬 334円 1.645％
（a） 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×期中の日数年間の日数

期中の平均基準価額は20,293円です。

（投信会社） （111） （0.548） ファンドの運用の対価

（販売会社） （200） （0.987） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
管理等の対価

（受託会社） （ 22） （0.110） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（b）売買委託手数料 12 0.060
（b） 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料期中の平均受益権口数

有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式） （ 12） （0.060）

（c）その他費用 3 0.015 （c） その他費用＝ 期中のその他費用
期中の平均受益権口数

（監査費用） （  3） （0.015） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

（その他） （  0） （0.000） 信託事務の処理にかかるその他の費用等

合計 349 1.720

注１．期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要
の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れているマザー
ファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

注２．金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

注３．比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）
◯総経費率
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券

取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率）は1.67％です。

総経費率
1.67%

当ファンド
1.67%
当ファンド
1.67%

運用管理費用
（投信会社）
0.55%

運用管理費用
（販売会社）
0.99%

運用管理費用
（受託会社）
0.11%

その他費用
0.02%

注１．当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
注２．各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
注３．各比率は、年率換算した値です。
注４．当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
注５．上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは

異なります。

4損保ジャパン日本株オープン（ＤＣ年金）
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損保ジャパン日本株オープン（ＤＣ年金） 

○売買及び取引の状況 (2021年11月２日～2022年10月31日) 

 

銘 柄 設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
損保ジャパン日本株マザーファンド 44,644 112,650 25,648 65,330 

 
（注１） 単位未満は切捨て。 
（注２） 金額は受渡代金。 

 

○株式売買比率 (2021年11月２日～2022年10月31日) 

 

項 目 当 期 
損保ジャパン日本株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 3,385,405千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,556,063千円 
(c) 売買高比率（a）／（b） 0.74   

 
（注１） 単位未満は切捨て。 
（注２） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月２日～2022年10月31日) 

 

 該当事項はございません。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年10月31日現在) 

 

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末 
口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
損保ジャパン日本株マザーファンド 239,255 258,251 687,283 

 
（注１） 単位未満は切捨て。 
（注２） 当ファンドは、当期末において、直接投資をする株式及び新株予約権証券の組入れはありません。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年10月31日現在) 

項 目 当 期 末 
評 価 額 比 率 

 千円 ％ 
損保ジャパン日本株マザーファンド 687,283 98.2 
コール・ローン等、その他 12,399 1.8 
投資信託財産総額 699,682 100.0 

 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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損保ジャパン日本株オープン（ＤＣ年金） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年10月31日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 699,682,869   

 コール・ローン等 12,398,932   

 損保ジャパン日本株マザーファンド(評価額) 687,283,937   

(B) 負債 5,483,495   

 未払解約金 3,079   

 未払信託報酬 5,431,235   

 未払利息 36   

 その他未払費用 49,145   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 694,199,374   

 元本 326,887,909   

 次期繰越損益金 367,311,465   

(D) 受益権総口数 326,887,909口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,237円 
 

（注１） 信託財産に係る期首元本額297,894,902円、期中追加設定元

本額80,267,598円、期中一部解約元本額51,274,591円 

（注２） 期末における１口当たりの純資産総額 2.1237円 

○損益の状況 (2021年11月２日～2022年10月31日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      8,106   

 支払利息 △      8,106   

(B) 有価証券売買損益 39,850,687   

 売買益 41,992,161   

 売買損 △  2,141,474   

(C) 信託報酬等 △ 10,487,792   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 29,354,789   

(E) 前期繰越損益金 94,132,449   

(F) 追加信託差損益金 243,824,227   

 (配当等相当額) (  317,355,641)  

 (売買損益相当額) (△ 73,531,414)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 367,311,465   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 367,311,465   

 追加信託差損益金 243,824,227   

 (配当等相当額) (  318,268,871)  

 (売買損益相当額) (△ 74,444,644)  

 分配準備積立金 123,487,238   
 

（注１） 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注２） 信託報酬等には、消費税相当額を含めて表示しております。

（注３） 追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をし

た価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

（注４）分配金の計算過程（2021年11月２日～2022年10月31日）は以下の通りです。 

項 目 
2021年11月２日～ 
2022年10月31日 

a. 配当等収益(費用控除後) 15,093,676円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 14,261,113円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 318,268,871円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 94,132,449円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 441,756,109円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 13,513円 

g. 分配金 0円 
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